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事前の準備STEP1 ドライバソフトの
インストール

STEP2パソコン用無線LAN子機

セットアップガイド1

本製品の特長
①次世代の無線規格「IEEE802.11ac（ドラフト）」に準拠し、最大
433Mbps※の高速無線通信が可能です。
※同等性能を持つ無線LANルータとの組み合わせで得られる理論値

②パソコンのUSBポートに装着したままでも引っかかりの少ない超
小型軽量サイズです。

•インターネットに接続可能なパソコンから、下記のアドレス
にアクセスし、専用ドライバソフトをダウンロードします。
•ダウンロードしたドライバソフトは圧縮されています。解凍
してからご利用ください（OSによっては解凍作業は不要）。

箱の中身を確認してください
万一不足品、破損品などがありましたら、すぐにお買い上げの販売
店までご連絡ください。

インターネットに接続可能なパソコンを用意
します。

1

●有線LAN
　を使った
　接続例

●無線LAN
　を使った
　接続例

本製品を接続するパソコンを起動します。
起動時はご使用のOSにあわせて、以下の
権限を持つユーザーでログオンしてください。
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［完了］をクリックします。6

本製品をパソコンのUSBポートに差し込
みます。

7■Windows 8/7/Vistaの場合
　→「管理者」権限を持つユーザーでログオン
■Windows XPの場合
　→「コンピュータの管理者」権限を持つユーザーでログオン

ご使用のOSによって、このあとの手順が
異なります。
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■Windows 8の場合
自動的にセットアップが完了します。手順　　へ進みます。

■Windows 7/Vistaの場合

しばらくすると、自動的にドライバのインストールが完了します。
手順　　へ進みます。

本製品のドライバソフトをダウンロードします。2

•ダウンロード時の説明に従ってプログラムを解凍し、実行
します。

ドライバソフトのインストールプログラムを
実行します。
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•本製品を差し込むと、自動的にセッ
トアップが始まります。

正しくインストールされたことを確認します。9

うら面の「STEP 3」へ進みます。10

•デスクトップ画面右下のタスクバー（タスクトレイ）に
［ワイヤレスネットワーク接続］アイコンが表示されます。

※Windows 8はデスクトップ画面のタスクバーに表示されます。
※Windows 8/7でタスクトレイにアイコンが見つからない場合は、▼をクリッ
クして開いてみてください。
※ご使用の環境によってアイコンに×マークが表示されていることがあります。

［使用許諾契約の全条項に同意します］を
チェックし、［次へ］をクリックします。
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［インストールドライバのみ］をチェックし、
［次へ］をクリックします。

4

［インストール］をクリックします。5

•無線LANルータのSSIDと暗号キーの情報をメモします。
•調べ方については、無線親機の説明書などをご覧ください。

接続先の無線LANルータの設定情報を
メモします。
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〈ユーザーアカウント制御〉画面が表示されたとき（Windows 8/7/Vista）
Windows 8/7の場合は［はい］を、Windows Vistaの場合は［許可］
をクリックします。

〈新しいハードウェアの検索ウィザードの開始〉画面が表示された場合
以下の手順を参考にウィザード画面を進めてください。
①［いいえ、今回は接続しません］を選択し、［次へ］をクリックします。
②［ソフトウェアを自動的にインストールする］を選択し、［次へ］をクリッ
クします。
③ウィザードの終了画面が表示されたら、［完了］をクリックします。
※途中で「Windowsロゴテスト」に関する画面が表示された場合は、［続行］をクリッ
クします。

パソコンによっては再起動を促されますが、アイコンが表示されることを
確認するまでは再起動しないでください。

本製品は、11acドラフト/n/a［5GHz］専用です。11n/g/b［2.4GHz］に
は対応しておりません。必ず11acドラフト/n/a［5GHz］に対応した無線
LANルータをご用意ください。

●本製品には、セットアップ用のCD-ROMは付属しておりません。本製品のド
ライバソフトは、エレコム・ホームページよりダウンロードしていただく必要
があります。
●本製品の詳細な機能や設定方法を記載した「ユーザーズマニュアル」は、エ
レコム・ホームページよりダウンロードしてください。
http://www.elecom.co.jp/support/download

□製品本体（無線LAN子機） 1台

□セットアップガイド1（本紙） 1枚
□セットアップガイド2 1枚

はたらき名　称

パソコンのUSBポートに接続します。USBコネクタ

点灯：無線LANルータなどと接続できていません。
点滅：無線LANルータと接続しています。
消灯：本製品の電波出力がオフの状態です。

動作ランプ
（青色）

番号

①

②

※暗号キーは、パスワード、パスフレーズ、ネットワークキーなど、無線LANルータの
　メーカーによって呼び名が異なります。

SSID

暗号キー※

http://www.elecom.co.jp/support/download/

●他の外付型の無線LAN子機を利用していた場合
本製品のドライバソフトダウンロード後、ドライバソフトおよびユーティ
リティを削除してください。削除後は、パソコンを再起動してください。
※削除方法は、ご使用になっていた無線LAN子機の説明書をお読みください。

●パソコンに内蔵の無線LAN機能を利用していた場合
本製品のドライバソフトをダウンロードしあと、以下の作業をしてください。
•内蔵無線LAN機能を「無効」にしてください。
•各PCメーカ独自の無線LAN用の設定ユーティリティが存在する場合は
無効または削除し、Windows標準の機能である「WLAN Autoconfig
（XPではWireless ZERO configuration）」に変更してください。
•作業後に、必ずパソコンを再起動してください。
※それぞれの方法については、パソコンの説明書をお読みください。

ドライバソフトをインストールする前に重要

9

■Windows XPの場合
通常は自動的にセットアップが完了します。手順　　へ進みます。9

9
型番「WDC-433SU2M」を入力し、検索します。

検索WDC-433SU2M型番

WDC-433SU2MBK
WDC-433SU2MWH

モデムなど11acドラフト/n/a
［5GHz］対応

無線LANルータや無線AP

本製品を
取り付けた
パソコン

11acドラフト/n/a
［5GHz］対応

無線LANルータや無線AP
有線LANポートを
搭載したパソコン

②①

この時点では、
まだ本製品を
取り付けない！

ダメ！

モデムなど
11acドラフト/n/a
［5GHz］対応

無線LANルータや無線AP
無線LANを
内蔵したパソコン

PC

モデムなど

Windows 8 Windows 7 Windows 
Vista

Windows 
XP

Ralinkと表示されますが、
そのままインストール作業を
続けてください。
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Windows 8の場合

•WPS機能を利用する場合、［セキュリティ キー］の入力は
不要です。

⇨無線LANルータのWPSボタンを押します。自動的に無
線LANルータからの情報を取得します。

•暗号キーは、パスワード、パスフレーズ等、無線LANルー
タのメーカーや機種によって名称が異なります。
•　　 をクリックすると暗号キーの文字を確認できます。
•エレコム製/ロジテック製無線LANルータをご使用の場合
は、付属の「設定情報シール」で暗号キーを確認できます。

•パソコン間でデータを共有する場合は「はい、共有をオンにし
てデバイスに接続します」を選択します。共有しない場合は「い
いえ、共有をオンにせずデバイスに接続しません」を選択します。

•インターネットに接続できない環境では、「制限あり」と表
示されます。

⇨無線LANルータに設定
された暗号キーを入力し、
［次へ］をクリックします。

表示された画面の内容にあわせて、作業を
進めてください。

5

共有機能をオンにするかを決めます。
該当するほうをクリックします。

6

正常に無線LAN（Wi-Fi）接続および
インターネットに接続できると、「接続済み」
と表示されます。

7

これで設定は完了です。8

A 無線LANルータがWPS機能に対応している場合

※表示されるSSIDの名称や数は、ご使用の環境によって異なります。

PINコードの入力画面が表示され
た場合
右の画面が表示された場合は、［代
わりにセキュリティ キーを使用して
接続］をクリックし、暗号キーを使
用してください。

無線LANルータがWPS機能に対応している場合でも、相性等の問題
でWPS機能が使えずBの画面が表示されることがあります。この場合は、
Bの説明をお読みください。

イラストはイメージです。実際にご使用
の機器のWPSボタンを押してください。

※Windows Vista/XPの場合は、「セットアップガイド2」へ

イラストはイメージです。実際にご使用
の機器のWPSボタンを押してください。

無線LANルータ
に接続しましょう

▼STEP 3　無線LANルータに接続しましょう

STEP3

右下にカーソルを移動してチャームを表示
し、［設定］をクリックします。

1

無線アイコンをクリックします。2

一覧から接続先のSSIDをクリックします。3

［接続］をクリックします。4

Windows 7の場合

※表示されるSSIDの名称や数は、ご使用の環境によって異なります。

画面右下のタスクトレイにある
アイコンをクリックし、接続先
一覧を表示します。

1

一覧から接続先のSSIDをクリックします。2

［接続］をクリックします。3

B 無線LANルータがWPS機能に対応していない場合

•暗号キーは、パスワード、パスフレーズ等、無線LANルー
タのメーカーや機種によって名称が異なります。
•エレコム製/ロジテック製無線LANルータをご使用の場合
は、付属の「設定情報シール」で暗号キーを確認できます。

⇨［セキュリティ キー］に、
無線LANルータに設定さ
れた暗号キーを入力し、
［OK］をクリックします。

タスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続」
アイコンをクリックし、接続先のSSIDに
「接続」と表示されていることを確認します。

5

これで設定は完了です。6

B 無線LANルータがWPS機能に対応していない場合

•WPS機能を利用する場合、［セキュリティ キー］の入力は
不要です。

⇨無線LANルータのWPSボタンを押します。自動的に無
線LANルータからの情報を取得します。

表示された画面の内容にあわせて、作業
を進めてください。

4

A 無線LANルータがWPS機能に対応している場合

無線LANルータがWPS機能に対応している場合でも、相性等の問題
でWPS機能が使えずBの画面が表示されることがあります。この場合は、
Bの説明をお読みください。

〈ネットワークの場所の設定〉画面が表示された場合は、ご使用のネット
ワーク環境にあわせて設定してください。
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